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 ◎教職員アンケート結果の数値について 

   評価基準  【４ ： 十分である、 ３ ： 概ね十分である、 ２ ： やや不十分である、 １ ： 改善を要する】 

 ◎学校関係者アンケートの数値について 

評価基準  【４ ： 適切な評価である、 ３ ： ほぼ適切な評価である、 ２ ： やや不適切な評価である、 １ ： 不適切な評価である】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員自己評価については、平均して「概ね十分である」という評価以上となっている。学校関係者の皆様からは、教職員自己評価に対し概ね「ほぼ適切である」から 

「適切である」という評価をいただいている。 

3 月 の 主 な 行 事 予 定 

１日 卒業式          

４日 一般入学者選抜（生徒休業日）（～６日）     

２４日 教室移動･大掃除 

２４日 修了式・離任式 

２５日 春休み（～４月７日） 

 

自 然 体 験 活 動 
 ２月 21日（金）、あいすランド阿寒、阿寒湖畔ビジターセンターにて、自然体験活動を実施しました。 

 あいすランド阿寒ではわかさぎ釣り体験を行いました。初めて体験する生徒が多く、餌となる赤虫

をなかなか針につけられず苦労する生徒もいましたが、１時間弱の間に 12匹を釣り上げた生徒もい

ました。昼食時には、自分達で釣り上げたわかさぎの天ぷらに舌鼓を打つ様子も見られました。午後

からは阿寒湖畔ビジターセンターにて、スノーシュー体験を行いました。阿寒ネイチャーセンターの

方々のガイドのもと林の中や阿寒湖の小島周辺を散策しながら、ガイドの方に積極的に質問をしたり

斜面を滑り降りて楽しんだりする様子が見られました。生徒達は他ではなかなかできない体験を楽し

みつつも、阿寒が有する大自然を肌で感じ、多くの学びを得たようでした。 

 この度お世話になりました阿寒湖まりむ館様、あいすランド阿寒様、阿寒ネイチャーセンター様に、

心より御礼申し上げます。 

令 和 ６ 年 度  学 校 関 係 者 評 価 結 果 

≪令和６年度のいじめ認知件数≫ 

北海道阿寒高等学校いじめ防止基本方針のいじめの

定義に基づき、本校でいじめ事案として認知した件数

は０件です。（令和７年２月28日現在） 

 ２月６日（木）、７日（金）の２日間にかけて冬の幼稚園交流として１、２年生が釧路市立認

定こども園阿寒幼稚園を訪問し、園庭で３歳～６歳の園児との交流を行いました。園児たち

の元気あふれる挨拶に圧倒されていた生徒でしたが、次々と遊びを提案してくる園児たち

の明るさに触れ、生徒たちも笑顔になり、園児以上に楽しみながら積極的に交流する姿が

見られました。 

 そり滑りや雪合戦、かまくら遊びにおままごとなど、園児と一緒にたくさん身体を動かし、

幼児との関わり方について多くのことを学ぶ機会となりました。 

２月５日（水）と２月19日（水）に阿寒ロイヤルバレイスキー場で１、２年生合同のスキー授業を

実施しました。１回目のスキー授業は前日の大雪の影響で実施も危ぶまれましたが、スキー

場の方々のご協力のおかげで無事に実施することができました。初めてスキーを行った生徒

も多くいましたが、自己の技能向上に意欲を持って授業に臨むとともに、山から見える景色や

滑走した跡が残る雪面などの自然の様子に趣を感じたようでした。 

 今年度もインストラクターやスキー場の方々のご協力をいただきまして、充実した教育活動

となりました。この場を借りてお礼申し上げます。 

学校関係者

 １　学校教育目標（一人一人を大切にし、豊かな心の育成をめざす）

 　①　夢と希望を持ち、意欲的に学ぶ心 3.1

 　②　誠実に協力し合い、人を思いやる心 3.4

 　③　心身を鍛え、健康・安全に努める心 3.4

 　④　地域文化と自然を愛する心 3.6

 ２　スクールミッション

     ①　個々の生徒の特性等に対応した学習指導及びキャリア教育を通じて、主体的な進路の選択決定をす

　　　 るための資質・能力を身に付けた生徒の育成
3.1

  　②　地域における体験的な学習活動等を通じて、望ましい勤労観、職業観を身に付け、地域創生に資する生徒の育成 3.1

 ３　スクールポリシー（育成目指す資質・能力に関する方針）

 　①　課題解決に取り組む人材の育成 3.0

    ②　地域社会に貢献できる人材の育成 3.0

 ４　スクールポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

　 ①　基礎的な学力を身に付け、個々の目標に向けて取り組む姿勢を育む 3.1

 　②　他者と協働し、実践的な活動をとおしてコミュニケーション能力を育む 3.5

 ５　学習指導

 　①　学び方の指導や授業規律を重視し、基礎・基本的事項の徹底を図る指導に努める 3.4

 　②　体験的な学習や個に応じた指導を重視し、学ぶ喜びを体得させる指導に努める 3.5

 　③　学習意欲を引き出す、シラバスづくりや、学習形態の工夫・改善に努める 3.2

 　④　家庭での学習習慣の定着を図る指導に努める 2.4

 ６　生徒指導

 　①　心のふれあいを重視し、人間関係を基調とする指導に努める 3.6

 　②　ルールの必要性を理解させ、人としての在り方生き方を考えさせる指導に努める 3.5

 　③　生徒、保護者との連携を密にし、指導体制の充実に努める 3.6

 　④　情報を共有し合う態勢を整え､事故などの未然防止に努める 3.5

 ７　進路指導

 　①　各種行事をとおして望ましい勤労観・職業観の育成に努める 3.1

 　②　生徒理解に努め、個に応じた進路指導の実践に努める 3.4

 　③　資料整理を行い、情報提供及び必要な情報を入手できる環境づくりに努める 3.0

 　④　内外の各機関との連携を密にし、進路支援体制の充実に努める 3.2

 ８　健康安全指導

 　①　健康相談等をとおして自ら進んで健康管理できる能力、実践力の育成に努める 3.5

 　②　関係諸機関と連携を図り、計画的・効果的な保健指導や体力づくりの実践に努める 3.3

 　③　全教育活動を通して、自他の生命を尊重し健康安全に係る意識を高め事故防止に努める 3.5

 　④　清掃や奉仕活動等を通して、学習環境、地域環境を整備し美化意識の育成に努める 3.6

 10　遠隔授業

 　　①　個に応じた指導の充実（受信側教員の評価方法の充実）に努める 3.3

 　　②　学習の選択幅の拡大(他教科への導入の研鑽)に努める 3.0

 　　③　指導力の向上に努める 3.3

 　　④　教員の資質向上に努める 3.3
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